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⾚城⾷品株式会社新築⼯事の竣⼯式に参加させて頂きました。
こちらの現場は社内報第40号で地鎮祭、45号で上棟式、そして
今号で竣⼯式を取材させて頂きました。⼀連の取材にご協⼒頂き
まして、広報としても感謝です。ありがとうございました。
そして今回、現場より⾼橋課⻑、営業より⾼⽥副本部⻑より
コメントを頂きました。

2021年11⽉11⽇　桐⽣ガススポーツセンター（桐⽣市⺠体育館）にて開催された
「第13回ビジネスマッチングフェア」に地元建設会社として当社が参加し、⿊⽥本部⻑・江⽥部⻑が
出席されましたので、コメントを頂きました。

東⽑地域の⾏政や商⼯会議所、⾦融機関が
主催するビジネス展⽰商談会「第13回ビジネス
マッチングフェア」に参加しました。
企業の紹介冊⼦に商談申込書を挟み、マッチ
ングにつなげる新システムを取り⼊れ、
⽯川建設に９社の申し込みがありその中で
６社と⾯談を⾏いました。
今後は、お互いの会社が利益発展していける
機会にしていければと思いました。
（ＣＳＳ本部　江⽥）

ビジネスマッチングフェア参加

赤城食品株式会社工場新築工事 竣工式

防災避難訓練実施

えびす講

フーンさん現場デビューお疲れ様でした。
営業 ・管理 ・ ICT ・ 現場　部署を超えた情報交換や
共同作業が出来たと思っています。
皆さん有難うございました。
（プロジェクト⼯事部　⾼橋）

11⽉19⽇・20⽇に本社近くの伊佐須美神社でえびす講が開催されました。
昨年はコロナ禍で⼈が例年に⽐べ、少ないように感じました。
今年は緊急事態宣⾔が明けた影響でしょうか。
昨年より⼈出も多く、賑やかでした。
えびす講は、やはり⼈出が多く賑やかな雰囲気が合います。

⾚城⾷品様の新⼯場が完成し、 竣⼯式も無事完了いたしました。
⾷品⼯場としては⼤型⼯事で⼤変な部分も多々あったかと思いますが、
現場の⾼橋所⻑はじめメンバー全員の⼒が結集した素晴らしい⼯事でした。
お客様も⼤変満⾜して頂いたようです。 これからも感動戦略で頑張りましょう︕
（営業本部　⾼⽥）

10⽉16⽇（⼟）に防災避難訓練を実施しました。
この訓練は⼤きな地震が発⽣したという想定で、本社近くの公園に避難訓練を⾏いました。
また、本社がある太⽥市浜町地区は太⽥市指定の避難場所は太⽥市　太⽥⾏政センターと
なっているため、実際にそのルートを歩いて避難ルートの確認も⾏いました。

この訓練ですが、本社だけでは無く、⽀店や現場も
同様に⾏っています。
また、当社は安否確認システムも導⼊しているため、その
テストも同時に⾏いました。　実際の災害は計画通りにやって
きません。このような訓練を⾏い、避難場所の確認を⾏うことが
重要と再認識しました。



今号の「私の○○」コーナーですが、⼯務本部　⼤⽊次⻑にインタビューをしました。
「私の定番・⾃慢」

「私の○○」コーナー

⾃分の住んでいるまち⾃慢
14年前に桐⽣駅近くに引っ越すこととなり、歩いて桐⽣祭り会場に⾏くことができるようになって
からは毎年3⽇間祭りを楽しんでいます。
（コロナでここ2年祭りが中⽌されていますがそれまでは毎年）
過疎化の町で産業もあまりぱっとしないところに、こんなに
多くの⼈が集まるのかと思うと理屈無しでうれしい。
桐⽣祭り復活の際は、皆さんも祭りに来てください。
⼜⼟⽇祝⽇は駅前から無料電動バスも出ています、
動物園（無料）、遊園地（低価格）まで⾏けます。
桐⽣に来て、⾒てください少しでも桐⽣にお⾦落としてください。
「私の趣味」︓サーキットで草レース

大木次長、取材協力ありがとうございました。次回はＣＳＳ本部の方に取材します。よろしくお願いします。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材：管理本部　マイ・ティ・フーン）

マラソン部　ぐんまマラソンエントリー
11⽉3⽇に開催されましたぐんまマラソンに、当社マラソン部がエントリーしました。
昨年は新型コロナウイルス感染症の拡⼤防⽌のため、開催が中⽌となりました。
しかし、今年は様々な感染症予防対策を⾏っての実施となったので、マラソン部の応援に⾏ってきました。
マラソン部より、齋藤次⻑、⽯井係員よりコメントを頂きました。ありがとうございます。
マラソン部の皆さん、お疲れ様でした。

コロナの影響により、３年ぶりのマラソン⼤会でした。
今回初めてぐんまマラソンに参加して参加者が8,000⼈もいて驚きました。
当⽇は天候にも恵まれ、気持ち良く完⾛できました。ここ数年のマラソン⼤会が相次いで中⽌となる中、
今後１⽇も早くコロナが終息し、全てのマラソン⼤会が開催される事を願います。　(第1建築⼯事部　齋藤)

学⽣の頃からバイクでサーキットを⾛り、レースに出たりしていました。20歳を超えたあたりからは、4輪⾞で
ジムカーナ等に出場していました。
そんな時に、草レース（レース形式の⾛⾏会）に出場してみたところ、⼀般の⼈の⾞と、私たちがやっている
競技⽤の⾞では、性能が違うということもあり、軽く優勝できました、そのことがきっかけとなり、草レースを
するようになりました。

コロナ禍でのマラソン⼤会という事で不安もありましたが、PCR検査やワクチン証明、抗原検査等の⼊場規制が
なされていた為、無事に参加することが出来ました。
当⽇は天候がよく最⾼のマラソン⽇和で気持ちも⾼揚してましたが、⼀⽅でタイムはと⾔うと良くも悪くも⽬標
通りの1時間で完⾛となりました。
途中で細⾦さんにあっさり追い抜かれてとても悔しかったので、次回は負けないように練習を頑張りたいと思います。
応援して頂いた皆様、⼤変ありがとうございました。　(⼯務本部　⽯井)

パドックで待機中 エンジン降ろしは⾃分でやっています エンジン改良後、 調整中
昔はよく福島のエビスサーキットに出かけていました。当時草レースが盛んに⾏われていた為、⾊々な⾛⾏会があり
ましたが、ここは⾞の性能差がよく出る場所で、優勝確率が上がる為、特に好きでした。
余談ですが、⼤⽵副本部⻑ともエビスの⼤会に参加したことがありました。⼤⽵副本部⻑は、排気量が⼩さい⾞で
したが、競技⾞両ということもあり、とても速かった。危うく追いつかれるところでした。

今は、茨城県の筑波サーキットで⾛っています。
上位⼊賞するには
・他⼈より速い⾞を作る
・⽇々の練習
・⼤会のルールを把握して有利な⼤会に出る。
上記のことをすれば優勝もできます。

但し私⾃⾝もコロナの影響等で、ここ2年程やっていません。これから状況を⾒て再開しようと考えています。
興味のある⽅は声をかけていただければ助⾔はできます。⼀緒にサーキットを⾛りませんか︖

２位が⼤⽊次⻑ 筑波サーキットで⾛⾏中




